
 
 

 

フォローアップ結果 

評点区分：順調に進んでいる 

全体を通した所見 

○ 医療系総合大学として、「知の癒しの匠を創造する」という基本理念の実現に向け、組織・人事・

活動の全ての面において新しい試みを取り入れており、今後の展開に大きな期待がもてる。 

○ 採択時に高い評価を得た人事労務制度改革、URA 組織に関する自己点検・評価に基づく PDCA サイ

クル、各種学内研究センターの整備等は当初の計画に沿って順調に進んでいることが確認された。 

特に優れた点 

○ 全学における URA 室の位置付けが高く、URA の人物プロファイル、評価、キャリアパスが見える化

されている。 

○ 医療イノベーション推進センターの新設による基礎研究から製品化や社会実装までの一気通貫型

の支援、多様な研究者が研究に専念できる場としての Advanced Research Center の新設、IR センタ

ーにおける IR手法の研究戦略への応用、プロジェクト助教・講師制度の整備などは優れた取組であ

り、今後の発展とその成果に期待したい。 

期待する点 

○ 本務教員に占める外国人教員が十分とはいえず、海外トップクラスの研究者との連携や協働への

取組、国内外の認知度アップのための広報機能の更なる充実を進めて、世界でトップクラスの医療

系総合大学に相応しい国際化の進展に期待したい。 

○ URA の着実な配置が進められていることから、その結果として論文数や外部資金獲得金額、共同研

究などに数値的な増加が見られるように一層の取組を期待したい。 
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